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論文の内容の要旨
これまでのスポーツ社会学領域の研究は、競技活動を継続する上での阻害要因の報告(青年期以前)がほ
とんどであり、青年期以降、競技者としての再社会化の問題を実証的に追求する研究の蓄積がなかった。青
年期に競技機会の喪失による深刻な「困難Jを克服した事例を取り上げ、その密難克服プロセスを実証的に
明らかにする。
(対象と方法)
フィールドワークの手法を用い、主に4つの事例(元アメリカ杯挑戦艇クルーへの転身、元プロサッカー
競技者の困難克服、身体障害者となった元jリーガーの車いすバスケットボールへの転身、大学運動部での
ノtー ンアウト・ケース)を史的回想法を重ねることによって国有の事例研究として纏める。
(結果)
序章において、問題の設定と本研究の目的を述べた。第 i章では、スポーツ社会学領域における社会化論
を検討し、偲人の社会化過程おける主体的側面と規範的側面とのダイナミズムを捉える理論的枠組みを検討
した。第2・3章では、船津衛のミード理論解釈をベースとして主体的行為に関する役割論・アイデンティティ
論の枠組みを再検討、特に「他者関係性jに注目する必要性を論じた。さらに、ライフヒストリー法・事例
の構成に関して述べた。第4章では、2人(ラグビー・サッカー)のライフヒストリー分析を基礎に、心情(プ
ライド)を原動力として内省性を推し進め、アメリカ杯挑戦艇クルーへの転身によって菌難を克服した事例
を提示した。そこでは、彼らエリート選手が自らの「身体Jを省察することを契機に内省を開始し、「日本j
への貢献という名目的「儀jの創造という認識操作することによって心情を立て重す、いうなれば自らに内
在するある種の力を見いだす点を指摘している。第5章は、元プロサッカー選手が身近なかけがえのない人
と独自のパートナーシップを確立することによって、思難克服の際にく頼れる他者>を見いだした事例であ
る。第6章は交通事故で身体棒害者となった元jリーガーの事例である。内省性の絶対的基盤ともいうべき
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肉体の外的要因による剥奪に捺して、その内省、性の転換作用をなしつつ、新たな基盤としてくかけがえのな
い他者>を見いだしてし￥く事例である。第7章は 3名のバーンアウト競技者を事例として、<頼れる{患者>
を追認しつつ、く導く他者>を事例より導出している。それは、エリート主義的内省原理から「能動的に配
慮を施す他者jの発見という転換プロセスを経て可能となっていることを実証した。
(考察)
国内一流サッカー競技者を取り上げ、競技剥奪という「困難Jの主体的克服プロセスを実証的に明示した。
上記の倍々の事例を大きく一括りにするような理論的貢献を認めることはできなかったが、積極的な主体性
発揮の背後にある「心情」、密難克服のプロセスに介在する重要なる他者(①導く他者、②何気ない他者、
③かけがえのない他者、①仲間、⑤頼れる他者)の具体的ありょうを事例にそくして丹念に導出した。
審査の結果の要旨
研究前半で、 G.H.ミードの理論的検討、アイデンティティ概念の適用を試みているが、本研究の中心
的課題である一流選手の困難克服プロセスを実証する後半部分との接合性にわず、かに問題が残ったO しかし
ながら、フィールドワークを中心とした本研究の中心である実証研究は、これまでのスポーツ社会学の研究
成果では全く到達し得なかった丹念なものであり、密難克服のプロセスに介在する 5タイプの「他者性jを
導出した研究成果は優れたものである。
さらに、未だ完結したとはいえないが、競技者が自ら造り上げてきたスポーツ・エリート主義的内省原理
の転換プロセスを実証的に提示したことは、スポーツ社会学領域で新たな研究蓄積となる予兆がある。
よって、著者は博士(体育科学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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